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明治 廿五 年の 春 ごろの 新聞 をみ たことの ある 人た ち 

まち ちょ 1 つ 

は 記憶して いるであろう。 麴 町の 番町を はじめ、 本郷、 

小石 川、 牛 込な どの 山の手 辺で、 夜中に 通行の 女の 顔 

を 切る のが 流行った。 若い 婦人が 鼻 を そがれたり、 頰 

を 切られた りする ので ある。 幸いに ふた 月 三月で やん 

だが、 その 犯人 は 遂に 捕われずに 終った。 

その 当時の ことで ある。 わたしが 半 七 老人 をたず ね 

ると、 老人 も 新聞の 記事で この 残忍な 犯罪 事件 を 知つ 

ていた。 



のころ の 落首に も 『春の 夜の 闇 は あぶなし 槍 梅の、 わ 

きこ そ 見えね 人 は 突かる る』 とか、 又は 『月よ しと 云 

えど 月に は 突かぬな り、 やみと は 云え どやまぬ 槍 沙汰』 

などと いうの が ありました。 今度 はもう 落首 どころ 

じゃありません。 うっかり すると 落命に 及ぶ のです か 

ら、 この 前に 懲りて みな 縮み上がって しまいました。 

そういう 始末です から、 上で も 無論に 打つ ちゃって は 

置かれません。 厳重に その 槍 突きの 詮議に か かりまし 

たが、 それが 容易に 知れないで、 夏から 秋まで 続いた 

の だから 堪 まりません。 八丁 堀 同心の 大淵 吉十郎 とい 

う 人 は、 もし 今年 中に y J の 槍 突きが 召 捕れなければ 切 



かった。 さりと て、 それが 普通の 物取りで ない こと は 

判って いるので、 どうも 其の 理由 を 発見す るのに 苦し 

めら れた。 なに かの 心願が あって、 千 人の 人間 を 突く 

いぬどし 

の だとい う 説 もあった。 又は 戌年の 人に 限って 突く の 

とりどし 

だとい う 説 もあった が、 かの 延寿 太夫 は 酉年の 生まれ 

で 戌年ではなかった。 なんにしても 自由自在に 槍 を 使 

う 以上、 それが 町人 や 百姓と も 思われな いので、 武家 

や 浪人 どもが 注意 の 眼 を 逃がれ る こと は 出来なかった _ 

七兵衛 もや はりそう 見て いる 一 人であった。 

くち 

十月 六日の 朝 は 陰って いた。 もう 女房の ない 七兵衛 

は 雇い 婆のお 兼に 云った。 



「老 婢、 どうだい、 天気が おかしくな つたな」 

「なんだか 時雨れ そうで ございます」 と、 お 兼 は 縁側 

を ふきながら 薄暗い 初冬の 空 をみ あげた。 「今晚 か ら 

お 十 夜で ございま すね」 

「そうだ、 お 十 夜 だ。 十手と ぉ緦を あずかつ ている 商 

ごしょうぎ 

売で も、 年 をと ると 後生 気が 出る。 お 宗旨 じゃあね え 

が 、 今夜 は 浅 草 へで も 御 参詣 に 行こう かな」 

「それが 宜し ゆう ご ざ います。 御 法要 や 御 説法が あ る 

そうで) ，- ざ いますから」 

「老婢 と 話が 合うよう になつ ちゃ あ、 おれ ももう お 仕 

舞、，' だな。 はは はは はは I 



元気よ く 笑って いると ころへ、 子分の ひとりが 七 兵 

衛の 居間へ 顔 を 出した。 

まげ 、-ゎ 

「親分、 禿 岩が まいりました。 すぐに 通して やります 

か」 

「むむ。 なに か 用が あるの かしら。 まあ、 通せ」 

びん 

小鬢に 禿の ある 岩 蔵と いう 手先が 鼻の 先 を 赤く して 

はいつ て 来た。 

「お早う ございます。 なんだか 急に 冬ら しくな リ まし 

たね」 

「もうお 十 夜 だ。 冬ら しくなる 害 だ。 寝坊の 男が 朝つ 

ばらから どうしたんだ」 



「早速です が、 例の 槍 突き …… 。 あれで 妙な こと を 聞 

き 込んだ ので、 ともかくも お前さんの 耳に 入れて 置 こ 

うと 思って ね」 と、 岩 蔵 は 長火鉢の 前に 窮屈そう にか 

しこまった。 「ゆうべの 五ッ (午後 八 時) 少し 過ぎに 

くらまえ や 

蔵 前で また 殺ら れた」 

「むむ」 と、 七 兵衛も 顔をしかめた。 「仕様が ねえな。 

殺ら れ たの は 男 か 女 か」 

「それが おかしい。 もし、 親分。 浅 草の 勘 次と 富 松と 

いう 駕籠 屋が空 駕籠 を かついで 柳 原の 堤 を 通る と、 河 

岸の 柳の かげから 十七 八の 小 綺麗な 娘が 出て 来て、 雷 

門までの せて 行けと 云う。 こっち も 戻り だからす ぐに 



「そこが 詮議 物です よ。 駕籠 屋の 云う に は、 どうも そ 

の 娘 は 真人間 じゃあね え、 ひょっとすると 猫が 化けた 

んじ やねえ かと …… 。 成程 このごろ は 物騒 だとい うの 

に、 夜鷹 じゃある めえ し、 若い 娘が 五ッ 過ぎに 柳 原の 

堤 をう ろうろ している というの がおかし い。 化け 猫が 

娘の 姿 をして 駕籠 屋を 一 杯 食わそう としたと ころ を、 

不意に 槍 突き を 食った もんだ から、 てめ えが 正体 を あ 

ら わして しまったの かも 知れません ね」 

「そうよ な あ」 と、 七 兵衛は 苦笑いした。 「まあ、 そう 

でも 云わなければ 理窟が 合わね えが、 なにしろ 変な 話 

だな。 で、 その 娘 は i< い 女 だと 云った な。 面 をむ き 出 



日が 暮れる と、 勘 次 は 相棒の 富 松 を つれて 約束 通り 

にたず ねて 来た。 かれらに 空 駕籠 を かつがせて、 七 兵 

衛は 見え隠れに その あとに 付いて、 人通りの 少なそう 

なと ころ を 廻って あるいた が、 化け 猫ら しい 娘に は 出 

逢わなかった。 四ッ (午後 十 時) 過ぎに なっても 何の 

変り もない ので、 七 兵衛は 幾らかの 酒手 を 二人に やつ 

て 別れた。 

「今夜 はいけ ねえ。 あしたの 晚 もまた 来て くれ」 

あくる 日 も 一 一人の 駕籠 屋は 正直に 夕方から たずねて 



来たので、 七兵衛 はかれら を 先に 立た せて、 ゆうべの 

ように 寂しい 場所 を 択んで 歩いた が、 今夜 も それらし 

い 者の すがた を 見付けなかった。 

「又 あぶれ か。 仕方が ねえ。 あした も 頼む ぜ」 

今夜 も 酒手 を やって 駕籠 屋に 別れて、 七 兵衛は 寒い 

はまちよ うがし 

風に 吹かれながら 浜 町 河岸 を ぶらぶら 帰つ てく ると、 

駕籠 屋の ひとりが 息 を 切つ てうし ろから 追つ て 来た。 

うすい 月の 光りに 見 かえると、 それ は 勘 次であった。 

「親分。 大変です。 女が また 殺ら れ ています」 

「どこ だ」 

r,J9 ぐ そ ,1 です，! 



てい るんだ」 

「名前 は 作さん と 云って います。 たしか 作 兵衛と 云う 

ん でしよう」 と、 長 三郎は 云った。 「わたくしが 作さん 

と 懇意に なった の は、 この 月の 初めに 親方の 使いで、 

ももん じい 

猪 肉 を 少しば かり 内証で 買いに 行った ときに、 作 さ 

んは 店に 腰 を かけて いて、 おた がいに 二 タ言三 言 挨拶 

したの が 初めです。 それから 二、 三日 経って、 わたく 

よこ あみ 

しが 宵の口に 横 網の 河岸 を 通る と、 片側の 竹 藪の なか 

へ 作さん が はい つて 行 Y J うとす ると Y J ろで、 ムマそ ァ J で 

狐 を 一 匹 見つけた から 追つ かけて 行こうと す るんだ と 

云いました」 



槍の 始末に 困る から、 槍 は その 時ぎ りで 何処へ か 捨て 

てし まって、 突きに 出る 時には 新しい 竹 を 伐り 出して 

来 るんだ ろうと 思った から、 民 や 寅に 云い 付けて、 そ 

こらの 竹 藪 を 見張らせて いると、 案の 通り そいつが 横 

ちぐ 

網 河岸の 竹 藪へ 潜り込もう とすると ころ を、 紺屋の 長 

三郎が 見つけた という じゃあね え か。 狐 をつ かまえる 

なんてい うの は 噓の皮 だ。 もう 一 つに は 柳 原で おれに 

突いて 来た 腕前が なかなか 百姓の 猪突き 槍ら しくね え。 

くう- まとち 

穂 さきが 空 を 流れずに 真面に 下へ 下 へ と 突きお ろして 

来た 工合が、 百姓に して はちつ と 出来過ぎる とおれ も 

実は 不思議に 思 つ ていたが、 獵師と はちよ いと 気が つ 



おれが 行って 声をかけ るから」 

七 兵衛は 引つ 返して 女の あと をつ けた。 広小路 寄り 

の 橋 番小屋の まえまで 行った 時に、 かれは 先 廻り をし 

ずきん 

て 女の 前に 立って、 小屋の 灯 かげで 頭巾 をの ぞいた。 

「若 先生。 先夜 は 失礼 をいた しました」 

女 はちよ つ と 立ち 停ま つ たが、 そのまま 無言で ゆき 

過ぎよう とする の を、 七 兵衛は 追いす がって 又 呼んだ。 

「内 田の 若 先生。 あなた も 槍 突きの 御 詮議で ございま 

すかえ。 とんだ 御 冗談 をな さるので、 世間 じゃあ みん 

な 化け 猫に おびえて いますよ」 

「 ま ま HH ま ま J 



ときに 黒い 野良猫 を 絞め殺して、 その 死骸 を ふところ 

に 忍ばせて いると、 それが うまく 図に あたって 槍の 穂 

先が 駕籠 を 貫く 途端に、 身の 軽い 彼 は 早く も 外へ ぬけ 

出して、 身が わりの 猫 を 残して 行った ので ある。 

「とんだ 悪戯 をして 相 済まなかった。 堪忍して くれ」 

と、 俊 之 助 は 何もかも 打ち明けて 笑った。 

「その後 も毎晚 お忍びで ございまし たか」 と、 七兵衛 

ま a; ヽ ヒ。 

「家へ 帰って 自慢そう に その 話 をす ると、 父から ひど 

く 叱られて、 なぜ そんな 悪戯 をす る、 いたずら ばかり 

心掛けて いるから 肝腎の 相手 を 取り逃が すよう にもな 



兄貴の 二 代 目に なって しまったん です。 で、 五月と 六 

月の ふた 月 はや はり 竹槍 を 担ぎ 歩いて いたんで すが、 

さすがに 悪い こと だと 気がついて、 忽々 に 故郷へ 逃げ 

て 帰りました。 それでお となし くして いれば、 兄貴 同 

様に 無事 だつ たんで しょうが、 山へ はいって 猪 や 猿 を 

突く たびに、 なんだか 江戸の ことが 思い出されて、 と 

うとう 堪え 切れな くな つ て 其の 年の 九月に 又 ぶら りと 

出て 来ました。 江戸の 人間 こそ 飛んだ 災難です。 それ 

でもい よいよ 運が つきて、 七 兵衛に 召し捕られ てし 

まったんです。 今まで は 誰も 侍 や 浪人ば かりに 眼 をつ 

けて いたんで すが、 初めて 竹槍と いう こと を 見； Iz: けだ 
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